
歯科放射線学総論 
責任者名：本田 和也(歯科放射線学 教授) 
学期：前期 
対象学年：3 年 
授業形式等：講義 
 
◆担当教員 
本田 和也(歯科放射線学  教授) 
新井 嘉則(歯科放射線学  教授) 
澤田 久仁彦(歯科放射線学  専任講師) 
江島 堅一郎(歯科放射線学  専任講師) 
 
◆一般目標（GIO） 
歯科医師は，医療放射線を有効かつ安全に利用するために，放射線の種類や性質，生体への作用に関して基礎的知
識を理解し臨床応用ができるようになる。 
 
◆到達目標（SBOｓ） 
①放射線の種類, 性質, 測定法と単位を説明できる。 
②放射線の人体（胎児を含む）への影響の特徴（急性影響と晩発影響等）を説明できる。 
③放射線防護の基準と方法を説明できる。 
④エックス線画像の形成原理（画像不良の原因と含む）を説明できる。 
⑤エックス線装置とその周辺機器の原理と管理技術を説明できる。 
⑥口内法エックス線撮影の種類と適応及びパノラマエックス線撮影の適応を説明できる。 
⑦口内法エックス線画像とパノラマエックス線画像の読影ができる。 
⑧歯科用 CT と医科用 CT の原理を説明できる。 
⑨歯科用 CT と医科用 CT の適応症を説明できる。 
⑩歯科用 CT と医科用 CT の基本的な読像を行うことができる。 
⑪造影 CT の適応症・禁忌症を説明できる。 
 
◆評価方法 
 毎回の講義中に Google や SATT を利用した平常試験の成績から評価(25%)する。必要な日時まで指示した提出
物などが未提出の場合は欠席とみなし減点する。欠席多数の者は単位を認めない。７月３日（土曜日）に登校し
て、平常試験(25%)を実施し、模範解答を作成することでフィートバックを行う。成績不良な学生に対しては補講
と再試験を行い再評価を実施する。期末試験は評価のウエートを 50%とし、他の評価を 50%とする。 
 
◆オフィス・アワー 

担当教員 対応時間 ・場所など メールアドレス・連絡先 備考 
本田 和也 
 

月曜日～金曜日 17：00～18：00 
歯科放射線学講座教授室 
 

honda.kazuya@nihon-u.ac.jp 
 

 
 

新井 嘉則 
 

月曜日～金曜日 17：00～18：00 
歯科放射線学講座医局 

arai.yoshinori@nihon-u.ac.jp 
 

 
 



 
澤田 久仁彦 
 

月曜日～金曜日 17：00～18：00 
歯科放射線学講座医局 
 

sawada.kunihiko@nihon-
u.ac.jp 
 

 
 

江島 堅一郎 
 

月曜日～金曜日 17：00～18：00 
歯科放射線学講座医局 
 

ejima.ken-ichiro@nihon-
u.ac.jp 
 

 
 

 
◆授業の方法 
遠隔授業では日大の Google から教材を Download して使用するので、必ず iPad を net に接続し Zoom で視聴する
こと。また、Gmail と SATT テストに使用する。 
【実務経験】 
本田和也：日本歯科放射線学会の理事・指導医・専門医・認定医資格をもち、40 年にわたり歯科放射線学全般に
おいて幅広い実務経験から、放射線学の歴史および診断の実際について説明をしたいと思います。 
新井嘉則：日本歯科放射線学会の理事・指導医・専門医・認定医資格をもち、世界で初めて歯科用 CT を開発した
実務経験から、放射線物理関して説明をしたいと思います。 
澤田久仁彦：日本歯科放射学会の専門医資格をもち、放射線診断は保険の審査委員としての実務経験から X 線写真
学や診断について説明したいと思います。 
江島堅一郎：日本歯科放射学会の専門医資格をもち、遠隔画像診断システムの構築も行っていいます。これらの実
務経験から X 線診断学やデジタルシステムについて説明したいと思います。 
 
◆教 材（教科書、参考図書、プリント等） 

種別 図書名 著者名 出版社名 発行年 
教科書 1 
 

歯科放射線学 第６版 
 

岡野友宏 小林馨 有地榮一
郎 編 
 

医歯薬出版 
 

2018 
 

 
◆DP・CP 
[DP1]コンピテンス：豊かな知識・教養に基づく高い倫理観 
コンピテンシー：医の尊厳を理解し，法と倫理に基づいた医療を実践するために必要な豊かな教養と歯科医学の知
識を修得できる。 
[DP2]コンピテンス：世界の現状を理解し，説明する力 
コンピテンシー：国際社会の現状と背景を理解し，地域社会における医療・保健・福祉の役割が説明できる。 
[DP3]コンピテンス：理論的・批判的思考力 
コンピテンシー：多岐にわたる知識や情報を基に，論理的な思考や批判的な思考ができる。 
[DP4]コンピテンス：問題発見・解決力 
コンピテンシー：自ら問題を発見し，その解決に必要な基本的歯科医学・医療の知識とスキルを修得できる。 
[CP1]歯科医学と医療倫理の基礎的知識を修得し，社会人としての品格と医療人になるための自覚を養成する。 
[CP2]国内外の医療・保健・福祉の現状を理解し，基礎・臨床・社会医学の知識を基に，国際社会で活躍できる基
本的能力を育成する。 
[CP3]幅広い教養と歯科医療に必要な体系的な知識を基に，論理的・批判的思考力と総合的な判断能力を育成す
る。 
[CP4]歯科医学の基礎知識を体系的に修得し，臨床的な視点で問題を解決する力を養成する。 



 
 
◆準備学習(予習・復習) 
事前に配付資料等を読み，特に各々授業時間相当を充てて予習と復習を行うこと。自主学修を十分に行うこと。学
習度を確認するために各授業に相当する SATT を各自が必ず実施すること。また、e-learning 実施状況を各自に公
表し、フィートバックを実施する。 
 
◆準備学習時間 
50 分以上の時間を充てて予習と復習を行うこと。Googlel および e-learning を十分に活用すること 
 
◆全学年を通しての関連教科 
物理学実験Ⅰ （1 年前期） 
物理学実験Ⅱ （1 年後期） 
 
◆予定表 

回 クラス 月日 時限 学習項目 学修到達目標 担当 コアカリキュラム 

１ 
 

 
 

5.27 
 

2 
 

【遠隔】 
１．放射線と歯科
医療 
１）放射線医学の
歴史と新たな展開 
２）歯科における
X 線の利用と診
療・教育ガイドラ
イン 
(プリント配付） 
(教 1）pp.1-12 
 
 

・Ｘ線の発見およびその歴史を説明
できる。 
・医学および歯科医学における放射
線の必要性を説明できる。 
 
 

本田 和也 
新井 嘉則 
 

E-1-1) 診察の
基本 
E-1-2) 画像検
査を用いた診
断 
 

2 
 

 
 

6.3 
 

1 
 

【遠隔】 
２．放射線の物理 
１）原子の構造 
２）放射線 
３）原子壊変 
４） X 線の発生 
５） X 線管 
６） X 線撮影装置 
(プリント配付） 
(教 1）pp.13-30 
 
 

・原子の構造，放射線の種類を説明
できる。 
・Ｘ線の発生および診断用Ｘ線，治
療用放射線発生装置などの原理や構
造，また放射線の基礎について説明
できる。 
 
 

新井 嘉則 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診
断 
 

3 
 

 
 

6.3 
 

2 
 

【遠隔】 
３．放射線の量・

・放射線の単位や線量の測定方法に
ついて説明できる。 

新井 嘉則 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診



単位とその測定 
１）量と単位 
２）線量測定に関
する量と単位 
３）線量測定 
４）モニタリング
用の測定器 
５）放射線防護に
関する量と単位 
（プリント配付） 
(教 1) pp.31-35 
 
 

・線量計の性能，放射線測定器など
について説明できる。 
・放射線防護に関する被曝線量を説
明できる。 
 

断 
 

4 
 

 
 

6.10 
 

1 
 

【遠隔】 
４．放射線の生物
学的影響 
１）放射線影響発
現過程 
２）細胞に対する
影響 
３）組織および臓
器に対する放射線
影響 
(プリント配付） 
(教 1) pp.36-44 
 
 
 

・放射線影響の発現過程と細胞への
影響を説明できる。 
・組織及び臓器に対する放射線感受
性を説明できる。 
・正常組織と腫瘍組織の細胞動態の
相違点および正常組織と腫瘍組織の
放射線感受性について説明できる。 
 
 

新井 嘉則 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診
断 
 

5 
 

 
 

6.10 
 

2 
 

【遠隔】 
５．人体に対する
放射線影響 
１）放射線影響の
分類 
２）確定的影響と
確率的影響 
３）低線量被曝の
影響 
(プリント配付） 
(教 1) pp.45-66 
 
 

・ベルゴニー・トリボンドウの法
則，生体内で照射された腫瘍細胞の
生存曲線，制癌効果の増強，放射線
による遺伝的影響，放射線による悪
性腫瘍の誘発などについて説明でき
る。 
・確定的影響および確率的影響につ
いて説明できる。 
 

新井 嘉則 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診
断 
 

6 
 

 
 

6.17 
 

1 
 

【遠隔】 
 6．医療における

・放射線防護の目的・体系や被曝の
行為の正当化，最適化について学

新井 嘉則 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診



放射線防護 
１）放射線の線源
別にみた被曝線量 
２）医療における
被曝 
３）放射線防護の
考え方 
４）医療被曝の管
理と防護 
５）患者被曝低減
への最近の活動 
６）医療従事者の
防護 
７）病棟や在宅診
療における X 線撮
影 
(プリント配付） 
(教 1) pp.65-66 
 
 
 

ぶ。さらに個人の被曝線量の限度に
ついて，職業人と公衆のそれを説明
できる。 
・Ｘ線診断を中心にした医療被曝に
ついて説明できる。 
・わが国の歯科Ｘ線診療の実態とし
て，Ｘ線発生装置フィルムと増感
紙，直接線，散乱線による被曝につ
いて学び，検査あたりの臓器におけ
る被曝線量を理解する。 
・患者の具体的な放射線防護につい
て説明できる。 
・歯科Ｘ線診療のＸ線撮影環境や個
人の被曝管理について説明できる。 
・放射線管理関連の法規について説
明できる。 
 
 
 

断 
 

7 
 

 
 

6.17 
 

2 
 

【遠隔】 
７．X 線と生体と
の相互作用と被写
体コントラスト 
１）X 線と物質と
の相互作用 
２）被写体コント
ラストの形成 
３）散乱線とその
除去 
８．焦点・被写
体・フィルム（セ
ンサー）の幾何学
的関係 
１）拡大・ひずみ 
２）半影・接線効
果・重積効果 
（プリント配付） 
(教 1) pp.67-74 
 
 

・光電効果,コンプトン散乱につい
て説明できる。 
・Ｘ線像の成立における幾何学的条
件について説明できる。 
・散乱線とその除去方法を説明でき
る。 
 
 

新井 嘉則 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診
断 
 

8  6.24 2 【遠隔】 ・フィルムの構造を説明できる。 澤田 久仁 E-1-2) 画像検



    ９．フィルムと増
感紙 
１）フィルム 
２）増感紙 
10．X 線写真処理
と観察 
１）感光の理論 
２）写真処理 
３）黒化度（写真
濃度） 
４）特性曲線 
５）X 線写真処理
の実際 
６）X 線写真の観
察 
(プリント配付） 
(教 1) pp.75-83 
(プリント配付） 
(教 2) pp.252-
253,279-288 
 
 

・増感紙の作用を説明できる。 
・写真処理の原理を説明できる。 
・幾何学的条件と黒化度・コントラ
スト・鮮鋭度及び粒状性等の関係に
ついて説明できる。 
・特性曲線について説明できる 
 
 

彦 
 

査を用いた診
断 
 

9 
 

 
 

6.24 
 

1 
 

【遠隔】 
11．デジタルラジ
オグラフィ 
１）画像のデジタ
ル化 
２）歯科用デジタ
ル X 線診断システ
ム 
３）半導体 X 線検
出器 
４）輝尽性蛍光体
イメージングプレ
ート X 線検出器 
12.  画像の評価 
１）物理的画質 
２）診断学的画質 
３）フィルム（ア
ナログ画像）とデ
ジタル画像の画質
の違い 
13. 医療情報とデ

・デジタル処理について説明でき
る。 
・検出器の種類と原理を説明でき
る。 
・画質の評価方法について説明でき
る。 
 

江島 堅一
郎 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診
断 
 



ジタル画像の統合 
１）診療録の電子
化 
２）病院情報シス
テム 
３）電子カルテの
標準化 
４）DICOM 標準
規格と画像通信 
５）医療情報の統
合 
６）遠隔画像診断  
(プリント配付） 
(教 1) pp.84-106 
 
 

10 
 

 
 

7.1 
 

2 
 

【遠隔】 
14. 口内法 X 線撮
影 
１）歯科用口内法
用 X 線撮影装置 
２）検出器（フィ
ルム・半導体・IP) 
３）投影の原則 
４）咬翼法・咬合
法 
５）口内法 X 線画
像の正常解剖 
(プリント配付） 
(教 1) pp.107-130 
 
 

・口内法Ｘ線撮影法の基礎について
説明できる。 
・口内法 X 線撮影法の種類および利
点欠点を説明できる。 
・口内法 X 線像の正常解剖を説明で
きる。 
 

江島 堅一
郎 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診
断 
 

11 
 

 
 

7.1 
 

1 
 

【遠隔】 
15．パノラマ X 線
撮影 
１）撮影の原理と
撮影装置 
２）パノラマ X 線
撮影の実際 
３）パノラマ X 線
画像の正常解剖 
４）障害陰影 
(プリント配付） 

・パノラマ X 線撮影法の原理が説明
できる。 
・パノラマ X 線像の正常解剖と障害
陰影を説明できる。 
 

澤田 久仁
彦 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診
断 
 



(教 1) pp.131-140 
 

12 
 

 
 

7.3 
 

4 
 

【対面】 
16．1－7 回の授業
で学んだ放射線学
の歴史,種類, 生物
学的影響, 放射線管
理, 関連法規に関し
て, 平常試験を行
う。フィートバッ
クとして解説をビ
デオ・オンデマン
ドで行う。 
(教 1) pp.1-106 
※土曜日(7/3) 
 

・放射線学の歴史, 種類, 生物学的
影響, 放射線管理, 関連法規に関し
て知識を統合して説明できる。 
 
 
 

新井 嘉則 
澤田 久仁
彦 
江島 堅一
郎 
本田 和也 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診
断 
 

13 
 

 
 

7.8 
 

2 
 

【遠隔】 
17．顎顔面頭蓋部
撮影 
１）体位・基準線
と投影法 
２）顔面頭蓋部 X
線撮影装置と検出
器 
３）頭部後前方向
撮影 
４）Waters 撮影法 
５）頭部 X 線規格
撮影法 
(プリント配付） 
(教 1) pp.141-145 
 
 

・歯科で利用できるさまざまな撮影
方法について説明できる。 
・基本的な X 線解剖名を説明でき
る。 
 

澤田 久仁
彦 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診
断 
 

14 
 

 
 

7.15 
 

1 
 

【遠隔】 
18.  歯科用コー
ンビーム CT 
１）原理と構成 
２）撮影と適応 
３）ボリュームデ
ータの取り扱い 
(教 1) pp.158-171 
 
 

・歯科用コーンビーム CT の原理と
構成を説明できる。 
・撮影法と適応および応用法を説明
できる。 
 

江島 堅一
郎 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診
断 
 



 
15 
 

 
 

7.15 
 

2 
 

【遠隔】 
19. CT 
１）原理と装置 
２）CT 値 
３）ピクセル・ボ
クセル 
４）部分容積効果 
５）CT 像の表示 
６）アーチファク
ト 
７）造影 CT 
８）CT の適応 
９）造影剤の有害
事象 
(教 1) pp.172-
179,155-157 
 

・CT の原理と装置を説明できる。 
・CT 値, ピクセル, ボクセルを説
明できる。 
・アーチファクトを説明できる。 
・単純 CT と造影 CT の適応症・禁
忌症を説明できる。 
 

江島 堅一
郎 
 

E-1-2) 画像検
査を用いた診
断 
 

 
  



 


